因果関係を考慮した連鎖パタンマイニング手法のパラメータの設定 by 大久保  勇輔 et al.
因果関係を考慮した連鎖パタンマイニング手法のパ
ラメータの設定































































こで，n,  x はパタンに付与される番号である． 
 
2.1 重み付き有向グラフの作成 













































P(CAi→CBj) = occ(CAi→CBj) / occ(CAi) . 
 
2.2.2 原因パタンと結果パタンの因果関係の数値化 








P(CAi→Rk) = occ(CAi→Rk) / occ(CAi).  ― (1) 
P(Rk→CAi) = occ(Rk→CAi) / occ(Rk).     ― (2) 
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た．人工データは，4 つの系列で構成され，系列 CA, 系
列 CB, 系列 CC に原因パタン，系列 R に結果パタンが











































した．パタンの長さを dataset1.1 では 10, dataset1.2 では
30, dataset1.3 では 50 とした．dataset2 は正解パタンの
出現間隔と各系列の長さを変更した．正解パタンの出
現間隔を dataset2.1 では 100, dataset2.2 では 200, da-
taset2.3 では 300 とし, 各系列の長さを dataset2.1 では
2000, dataset2.2 では 4000,dataset2.3 では 6000 とした．
dataset3 は正解パタンの出現頻度を変更した．正解パ
タン出現頻度を dataset3.1では 10(5×2種類), dataset3.2
では 20(10×2 種類), dataset3.3 では 30(15×2 種類)とし
た．dataset4 はノイズパタンの出現頻度を変更した．
ノイズパタンの出現頻度を dataset4.1 では 5, dataset4.2










適合率 = CDP/DDP， 再現率 = CDP / EDP， 
F 値 =  2×適合率×再現率 / (適合率 + 再現率) 
 
Fig.4: Experimental results  
Fig.3: Artificial datasets 
 
: True pattern 
: Noise pattern 




















































の F 値のグラフである． 
dataset1~dataset3,dataset4.1,4.2,dataset5.1,5.2では，





しかしながら，dataset4.3 と dataset5.3 では，T1,T2
の値が 0.4 のとき，F 値が 1 でピークとなり，それよ
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